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多様性を尊重する社会づくりのためのアンケート

～～アンケートの所要時間は１０分程度（全14問）です～～

＊＊＊アンケートの目的とお願い＊＊＊

与謝野町では、年齢や性別、性に対する考え方の違い、国籍の異なる文化的な違いまたは障害の有無などの個性や特性の

違いによらず、誰もが対等な立場であらゆる分野に参画し、いきいきと自分らしく互いに支え合い、その力をいかんなく発

揮することができる「多様性を尊重する社会づくり」を進めています。

「多様性を尊重する社会づくり」の取組みに対するアンケート調査は初めてです。与謝野町の現状と課題を把握する基礎

資料とするために個人のプライバシーに関することをお聞きする部分がございますが、趣旨をご理解いただき、率直にあり

のままのお考えをご回答ください。

アンケート結果は、全て統計的に処理し、調査目的以外には使用することはありません。また、回答内容が個人情報と結

びついた形で公表されることはありません。

なお、アンケートは、町内在住の１５歳以上の方から２，０００人の方を無作為で抽出し、調査を実施いたします。

お忙しいこととは存じますが、ご協力くださいますようお願いいたします。

＊＊＊ご記入にあたってのお願い＊＊＊

●あなたご自身（封筒の宛名の方）のお考えを本アンケート用紙、または右側の二次元コード （回答用二次元コード）

を読み込んで回答してください。

●アンケート用紙のご返送は、同封の返信用封筒で１月１７日（水）までに郵便ポストにご投函ください。(切手不要)

●ふりがなを付したアンケートも準備しておりますので、必要な場合は下記までご連絡ください。

アンケートについてのお問い合わせは、下記までお願いします。

〒629-2498 与謝野町字加悦433番地

与謝野町役場加悦庁舎 住民税務課 人権推進係

電話番号：0772-43-9020 ＦＡＸ：0772-42-0528

メールアドレス：juminzeimu@town.yosano.lg.jp

回答期限 1月１７日（水）
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◆◆はじめに、あなた自身のことについてお聞きします◆◆

Q１ あなたの年齢は。あてはまる番号1つに〇をつけてください。

1 15～19歳 2 20～29歳 3 30～39歳 4 40～49歳

5 50～59歳 6 60～69歳 7 70歳以上

Q２ あなたの性別は。あてはまる番号1つに〇をつけてください。

1 男 2 女 3 答えない 4その他（ ）

Q３ あなたの現在のお仕事は。一番近いものの番号１つに〇をつけてください。

1 自営業（農林業・商工サービス業・建設業・自由業などの事業主及び家族従事者）

2 民間企業・団体に勤めている人（経営者・役員含む） 3 公務員・教員

4 臨時雇い・パート・派遣職員 5 家事専業 6 学生 7 無職 8 その他（ ） ９ 答えたくない

ご回答は、問１から順に、質問ごとの選択肢の中から、あてはまる番号に○をつけてください。

選択肢にない場合は、「その他」の（ ）内に具体的に記入してください。
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◆◆ここからは、差別や偏見についてあなたのお考えをお聞きします◆◆

Q４ あなたは、年齢や性別、性に対する考え方の違い、国籍の異なる文化的な違いまたは障害の有無などの個性や特性の違いによる差別や

偏見があると思いますか。あてはまるものを１つ選んでください。

１ ある ２ ない ３ わからない ４ 答えたくない

Q５ あなたは、ご自身や身の回りで、差別や偏見を感じることがありますか。あてはまるものを１つ選んでください。

１ よく感じることがある ２ たまに感じることがある ３ ほとんど感じることがない ４ まったく感じることがない

５ わからない ６ 答えたくない

回答が１・2の場合 回答が3・4・5・6の場合

Ｑ６以降へ Ｑ７以降へ
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Q６ Q５で１・２を選んだ方にお聞きします。どのような差別や偏見を感じることがありますか。ア～カに〇をつけてください。

(〇はいくつでも可)

*１ 性自認：自分の性をどのように認識しているか、ということです。「こころの性」とも言われます。

*２ 性的指向：どのような性別の人を恋愛対象とするのか、ということです。「好きになる性」のことです。

また、それは具体的にどのような差別や偏見でしたか。さしさわりのない範囲でご記入ください。

差別・偏見の種類

【行為の種類】（〇はいくつでも可）

ア．ハラスメ

ント（嫌がら

せ）・いじめ

イ．誹謗中傷 ウ．その他

（ ）

エ．わからな

い

オ．答えたく

ない

カ．ない

子どもに対するもの（学校等でのものを含

む）
ア イ

ウ

( )
エ オ カ

高齢者に対するもの
ア イ

ウ

( )
エ オ カ

性別を理由としたもの
ア イ

ウ

( )
エ オ カ

性自認*１・性的指向*２等を理由としたもの
ア イ

ウ

( )
エ オ カ

外国人に対するもの
ア イ

ウ

( )
エ オ カ

障害者に対するもの
ア イ

ウ

( )
エ オ カ

上記以外

（ ）
ア イ

ウ

( )
エ オ カ
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Q７ あなたは、次の差別や偏見に関して、特に町が取り組むべきことはなんだと考えますか。種類ごとに、どのような取組が必要か、ア～ケに

〇をつけてください。(〇はいくつでも可)

*１ 性自認：自分の性をどのように認識しているか、ということです。「こころの性」とも言われます。

*２ 性的指向：どのような性別の人を恋愛対象とするのか、ということです。「好きになる性」のことです。

差別・偏見の種類

【行為の種類】（〇はいくつでも可）

ア．家庭にお

ける教育

イ．学校にお

ける教育

ウ．広報・啓

発

エ．相談窓口

の整備

オ．差別を受

けた人への

支援

カ．法令等に

よる規制

キ．わからな

い

ク．答えたく

ない

ケ．その他

（ ）

子どもに対するもの（学校

等でのものを含む）
ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ（ ）

高齢者に対するもの ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ（ ）

性別を理由としたもの ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ（ ）

性自認*１・性的指向*２等を

理由としたもの
ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ（ ）

外国人に対するもの ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ（ ）

障害者に対するもの ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ（ ）

上記以外

（ ）
ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ（ ）
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◆◆ここでは、性に関するあなたのお考えをお聞きします◆◆

Q８ あなたは、次の言葉と意味について知っていますか。ア～エのあてはまるもの1つに〇をつけてください。

※次ページに言葉の意味を記載しています。

ア．言葉も意味も知って

いる

イ．言葉は知っている

が、意味は知らない

ウ．言葉も意味も知らな

い

エ．答えたくない

性的マイノリティ*３ ア イ ウ エ

LGBTQ*４ ア イ ウ エ

レズビアン*５ ア イ ウ エ

ゲイ*６ ア イ ウ エ

バイセクシュアル*７ ア イ ウ エ

トランスジェンダー*８ ア イ ウ エ

SOGI*９ ア イ ウ エ

カミングアウト*10 ア イ ウ エ

アウティング*11 ア イ ウ エ

アライ*12 ア イ ウ エ

パートナーシップ制度*13 ア イ ウ エ
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*３ 性的マイノリティ：生物学的な性（からだの性）と性の自己意識（こころの性）が一致しない人、性的指向（人の恋愛がどういう対象に向かう

のかを示す概念）が、同性や両性（男女両方）に向いている、社会的に少数派となる人たちのこと。

*４ LBGTQ：レズビアン、バイセクシュアル、ゲイ、トランスジェンダー、クエスチョニング★（自分の性的指向や性自認が定まっていない状態

にある人や、あえて決めない人）の頭文字をとった言葉で、性的マイノリティの総称の一つ。「LGBT」とも表すほか、さらに広がりを示す意味で

＋を付けた「LGBTQ＋」などと表現する場合もあります。

★クィア（性的マイノリティを包括的に表す言葉）のQとして使うこともあります。

*５ レズビアン：女性の同性愛者

*６ ゲイ：男性の同性愛者

*７ バイセクシュアル：両性愛者

*８ トランスジェンダー：からだの性とこころの性が一致しないという感覚（性別違和）を持つ人

*９ SOGI：性的指向と性自認の頭文字をとった総称で、全ての人のセクシュアリティ（性の在り方）に関わる概念

*10 カミングアウト：「人に知られていない」あるいは「知らせていない」自分の性自認、性的指向を他人に打ち明けること

*11 アウティング：本人の承諾を得ずにその人の性自認、性的指向を第三者に暴露してしまうこと

*12 アライ： 困りごとや問題を抱えている人がいるとき「自分の問題」として一緒に考え行動する人

*１3 パートナーシップ制度：性的マイノリティのカップルが互いに人生のパートナーであると宣誓したことを自治体が証する制度

Q９ あなたのお考えやお気持ちにもっとも近いものはどれですか。ア～キのあてはまるもの1つに〇をつけてください。

ア．そう

思う

イ．少しそ

う思う

ウ．どちらと

も言えない

エ．あまりそ

う思わない

オ．そう思

わない

カ．わから

ない

キ．答えた

くない

男の子は男らしく、女の子は女らしく育て

るべきだ
ア イ ウ エ オ カ キ

家事や育児は女性がするべきだ ア イ ウ エ オ カ キ

誰でも性別にとらわれない服装、ふるまい

をする自由がある
ア イ ウ エ オ カ キ

同性を好きになることも性の多様性であ

る
ア イ ウ エ オ カ キ
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◆◆ここでは、性的マイノリティについてお聞きします◆◆

Q１０ あなたは、ご自身が性的マイノリティ*３であると思いますか。あてはまるものを１つ選んでください。

１ はい ２ いいえ ３ わからない ４ 答えたくない

Q１１ Q１０で１を選んだ方にお聞きします。性的マイノリティ*３であることを周囲に打ち明けていますか。

あてはまるものを１つ選んでください。

１ 周囲に打ち明けている ２ 誰にも打ち明けていない ３ わからない ４ 答えたくない

Q１２ 今まで、あなたの知り合いで、性的マイノリティ*３の方はいましたか。

あてはまるものを１つ選んでください。

1 はい 2 いいえ 3 わからない 4 答えたくない

*３ 性的マイノリティ：生物学的な性（からだの性）と性の自己意識（こころの性）が一致しない人、性的指向（人の恋愛がどういう対象に向かう

のかを示す概念）が、同性や両性（男女両方）に向いている、社会的に少数派となる人たちのこと。

回答が１の場合 回答が２・3・4の場合

Ｑ１１以降へ Ｑ１２以降へ
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Q１３ あなたは、性的マイノリティ*３に対する差別や偏見のない社会を実現するためには、何が必要だと思いますか。

あてはまるものを 3つまで選んでください。

1 気持ちや情報を共有できる居場所づくり

2 教育現場での啓発活動の実施

3 専門相談体制の構築

4 制服など男女で区別されているものに対する配慮

5 性的マイノリティ*３を対象とするパートナーシップ制度*１3等の実施

6 企業等に対する啓発活動の実施（就労における差別の防止など）

7 地域住民に対する啓発活動の実施

8 行政職員や教職員に対する研修の実施

9 医療機関等に対する啓発活動の実施（医療・福祉サービスを受けるときの差別の防止など）

10 不動産業界に対する啓発活動の実施（同性パートナーとの賃貸住宅入居時の差別の防止など）

11 その他（具体的に： ）

12 必要だと思わない

13 わからない

*３ 性的マイノリティ：生物学的な性（からだの性）と性の自己意識（こころの性）が一致しない人、性的指向（人の恋愛がどういう対象に向かう

のかを示す概念）が、同性や両性（男女両方）に向いている、社会的に少数派となる人たちのこと。

*１3 パートナーシップ制度：性的マイノリティのカップルが互いに人生のパートナーであると宣誓したことを自治体が証する制度

Q１４ このアンケートに関することや、多様性について、ご意見やご要望などがございましたらご記入ください。


